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第6章 耐震点検と対策工の実績 

6.1 地震被害実績 

安政南海地震(1854 年)では震度Ⅵであり、南海地震(1946 年)では震度Ⅴであった。

これらの地震における吉野川流域での液状化は下図に示すとおりであるが、堤防被

害についての記録はない。 

表 6.1 吉野川流域周辺での地震被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1 安政南海地震（1854 年）の震度分布 

                             

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2 南海地震（1946 年）の震度分布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図 6.3 過去の地震における地盤液状化履歴 

震度分布［気象庁による］ 

出典：宇佐見龍夫著「新編 日本被害地震総覧」 

出典：宇佐見龍夫著「新編 日本被害地震総覧」 

凡  例 

安政東海地震(1854.12.23) 

安政南海地震(1854.12.24） 

 

南海地震(1946.12.21） 

出典：若松加寿江著「日本の地盤液状化履歴図」 
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               吉野川左岸 0k/6 付近（川内町小松）：矢板工 

捨石300～500kg
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          今切川右岸 2k4 付近（川内町加賀須野）：矢板工                旧吉野川右岸 3k2 付近（松茂町中喜来）：矢板工 

 
図 6.5 耐震対策工概要図 




